
いたばし りおな ちゃん

（轟木児童館・６）

　おおきくなったらアイドル歌
手になりたいです。アイドル雑
誌にのったらうれしいな。

【８】

老後は趣味を楽しみながら
　暑さ続きだった猛暑も去り、やっと秋の訪れだが、読

書の秋、食欲の秋と言ってもなぜかまだその気になれな

いでいる。やはり、体の隅に夏バテでも潜んでいるため

か。最近高齢とともに夜、床についても夜半２時過ぎた

ころには決まって目が覚め、夜明けが待ち遠しい。それ

も年のせいかなと今はあきらめている。そんな晩はラジ

オ早朝３時からの深夜便の歌謡曲、演歌で朝まで退屈な

く夜明けを待つことができる。過ぎた日のある晩、美空

ひばりの歌った「愛燦燦」を耳にして、人生訓を歌詞に

取り入れた歌についしんみりと聴きほれ、いつの間にか

眠りについていた。人間の感情を快適にしてくれる目に

見えないエネルギーを持つ歌の威力に感動したし、その

直後のテレサ・テンのすてきな歌でも同感の思いがした。

老後を趣味などで楽しみながら生きていきたいものと

願っている。

齋藤忠雄（船越・８５）
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●１ １０月８日、花巻市で行われた大

会で山田中学校がアベック優勝

した競技は？

　佳綱引き　加駅伝　可玉入れ

●２ １０月３日、町民グラウンドで行

われた町民体育祭で優勝した地

区は？

　佳船越　加大沢　可豊間根

●３ １１月２８日と１２月５日に織笠川で

開かれるのは、「冊まつり」？

　佳鮭　加酒　可ワイン

●４ 今号の「１歳になりました」に

登場している赤ちゃん１２人のう

ち、男の子は何人？

　佳４人　加５人　可６人

【応募方法】　はがきに陰クイズの

答え隠住所韻氏名吋年齢を明記の

上、ご応募ください。全問正解者

の中から抽選で１０人に５００円の図

書カードをプレゼント。応募は一

人１通です。

【応募先】　〒０２８－１３９２（住所記載

不要）山田町役場広報クイズ係

【締め切り】　１１月１９日（当日消印

有効）

☆前回の正解は①－Ｃ、②－Ｂ、

③－Ａ、④－Ｂでした。応募者数

は２８人で２７人が正解。抽選の結果

次の１０人が当せんしました。

境田町＝中村泰都（６）　八幡町＝

佐々木真菜（３）、小林祐真（１３）

飯岡＝船越未栞（７）、阿部日那乃

（？）　船越＝冨山百恵（１３）、西舘

優花（１０）　織笠＝髙村毅（５）

豊間根＝内舘千咲（１５）　千葉県

＝岩崎喜和子（２０）　　<敬称略>

◆投稿規程　試住所、氏名、年齢、
電話番号を明記。ペンネーム、匿
名での掲載を希望する方はその旨
をさらに付け加えてください試住
所、氏名が記入されていないもの
は掲載しません試営利・政治的活
動を目的としたものや、特定の個
人・団体をひぼう・中傷するもの
は掲載できません試４００字を超え
た投書は４００字程度まで添削いた
します。
◆あて先　〒０２８－１３９２（住所不要）
山田町役場総務課情報係へどうぞ。

眠れぬ夜、歌にさそわれて
　お茶の飲み過ぎで、床に入ってもなかなか寝付かれな

いでいたら、午前３時になった。ラジオでは、昭和２０年

代の名をとどろかせた岡晴夫と並木路子の歌謡番組でし

た。「上海の花売娘」「あこがれのハワイ航路」「港シャン

ソン」に名曲の「リンゴの唄」など、６０年前、耳で聴き

覚えた数々の歌に、心を潤したのは、わたしだけではな

かったと時代を追想しております。

　歌に寄せている、エッセーを聞きながら、相づちを打

ち、胸がじーんと…。

　眠れない夜でしたが、懐メロに誘われて深夜便を心お

きなく聞くことができました。神の思し召しかなと思っ

ています。
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